
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 401 

令和 5年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 高校生の美術１ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、美術作品や映

像作品などのよさや美しさ、表現の効果などを感じるとともに日本や諸外国の美術文化への理解を

深める「鑑賞」の分野について学習する。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違うので、表現形式の特性や形体・色彩などについて着目し

て、自分なりの感じ方や見方、表現を深めるよう基本的な知識と技能を習得する。また、互いの作

品や作家の作品を鑑賞し、個々の見方や感じ方の違いを共有することで感性を高める。 

・作品の制作が中心となるので、継続的な取り組みと作品の完成・提出が不可欠となる。また、制

作過程ごとの制作シートやキャプションシート、鑑賞ワークシートなど文章表記によるレポート形

式の課題も求める。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・美術の幅広い創作活動と鑑賞を通して、対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深める

とともに、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え理解することで、

感性を高め、価値意識を持って美術や美術文化についての見方や感じ方を深める。 

・美術での主体的な自己表現によって、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・創造的な美術の表現をす

るために必要な技能を身に

付け、意図に応じて表現方

法を創意工夫し、表してい

る。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創造的な工夫、美術

の働きなどについて考えると

ともに、主題を生成し発想や

構想を練ったり、美術や美術

文化に対する見方や感じ方を

深めたりしている。 

美術の創造活動の喜びを味わ

い、多様な表現方法や美術文

化と豊かに関わり、主体的に

表現や鑑賞の創造活動に取り

組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 素
描
基
礎 

・画材の扱い方について。 

・鉛筆デッサン２課題。 

a:画材の扱い方や特徴について

理解を深めるとともに、鉛筆によ

る基本的な素描を学ぶことで、表

現するための技能を身に付けて

いる 

c:基本的な素描の表現技法や効

果について関心を持ち、創作活動

に主体的に取り組むとともに、見

方や感じ方を深めている。 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

も
の
の
見
方
・画
材
研
究 

・画像や映像を用いてものの

見方を学ぶ。 

・パースとスケール、質感表現

について学ぶ。 

・画材ごとの表現の違いにつ

いて理解する。 

・複数の描画材料を組み合わ

せて絵画を制作する。 

a:形や色彩、材料、光などの性質

やそれらが絵画表現にもたらす

効果、造形的な特徴などを基に、

全体のイメージや作風などで捉

えることを理解している。 

b:形の取り方や画材の特性を試

行錯誤しながら、創造的な表現の

構想を練っている。 

c: 表現方法の違いについて関心

を持ち、創作活動に主体的に取り

組むとともに、見方や感じ方を深

めている。 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

美
学
美
術
史 

・作品と作家について、映像

などを通して学ぶ。 

c:美術の表現や美術文化の変遷

について主体的に鑑賞し、見方や

感じ方を深めている。 

  鑑賞レポー

ト 

観察 
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２ 水
彩
画
演
習
（具
象
と
抽
象
） 

・具象について、日本画から

その表現技法と見せ方につ

いて学ぶ。 

・抽象について、その歴史と

技法について学ぶ。 

・水彩で、具象と抽象の２作品

の絵画を制作する。 

a:水彩の基本的な技法や多様な

画風について理解を深めるとと

もに、意図に応じて画材の特性を

生かしながら表現方法を創意工

夫し、主題を追及して創造的に表

している。 

b:モチーフから感じ取ったこと

や考えたこと、また、夢や想像な

どから主題を生成し、表現形式の

特性を生かし、形態や色彩、構成

などについて考え、創造的な表現

の構想を練っている。 

c: 水彩による表現技法や具象と

抽象の表現形式の違いについて

関心を持ち、創作活動に主体的に

取り組むとともに、見方や感じ方

を深めている。 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ 

・ミュージアムグッズについて

その目的や効果、デザインに

ついて学ぶ。 

・テーマに沿ってグッズのアイ

デアを考え、制作する。 

a:ミュージアムグッズについて

その商品の種類や目的について

知るとともに、生活の中にデザイ

ンとして取り入れることの効果

について理解を深めるとともに、

意図に応じて材料の特性を生か

しながらオリジナルのグッズを

創造的に表現している。 

b:テーマから感じ取ったことや

考えたことを基にデザインし、そ

の用途に応じた形態や色彩、構造

について考え、創造的な表現の構

想を練っている。 

c: 用と美に基づいた造形や美術

文化について関心を持ち、創作活

動に主体的に取り組むとともに、

見方や感じ方を深めている。 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

美
学
美
術
史 

・作品と作家について、映像

などを通して学ぶ。 

c: 美術の表現や美術文化の変遷

について主体的に鑑賞し、見方や

感じ方を深めている。 

  鑑賞レポー

ト 

観察 
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３ デ
ジ
タ
ル
絵
画 

・デジタル絵画の基本的な操

作と表現について知る。 

・Chromebook の描画アプリと

自分で撮影した画像を使って

絵画を制作する。 

a:デジタル絵画の基本的な操作

と表現方法や効果、さらに写真の

扱いについて留意点に理解を深

めるとともに、全体のイメージや

作風など自らの主題を追及し創

造的に表現している。 

b:デジタルならではの表現の面

白さや特性を生かし、形態や色

彩、構成などについて考え、創造

的な表現の構想を練っている。 

c: デジタルの表現方法や文化に

ついて関心を持ち、創作活動に主

体的に取り組むとともに、見方や

感じ方を深めている。 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア 

・ミクストメディアについてその

定義と作品のバリエーション

について理解する。 

・「顔」をテーマにミクストメディ

ア作品を制作する。 

a:意図に応じて異素材の材料や

用具の特性を生かして表現につ

なげることについての理解を深

め、表現方法を創意工夫し、主題

を追及して創造的に表している。 

b:自己や他者を見つめ感じたこ

とや考えたことから主題を生成

し、表現形式の特性を生かし、効

果的な懈怠や色彩、構成などにつ

いて考え、創造的な表現の構想を

練っている。 

c: 異素材による多様な表現技法

や近現代の美術文化について関

心を持ち、創作活動に主体的に取

り組むとともに、見方や感じ方を

深めている。 

 

作品 

観察 

アイデアス

ケッチ 

制作シー

ト 

観察 

キャプショ

ンシート 

合評会 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


